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会

長

挨

拶

本
日
、
平
成
5
年
度
の
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
方
に
は
お
忙

し
い
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
開
催
一

六
月
三
日
、
今
年
度
の
総
会
が
京
都
市
て
」

と
題
す
る
講
演
会
を
持
っ
て
、
研
修

青
少
年
活
動
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
を
深
め
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

橋
本
会
長
の
挨
拶
、
続
い

て
東
宇
治
図
書
館
の
森
田
暉
館
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
事
務
局

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議
案
を
原
案
ど
お
り

承
認
し
ま
し
た
。

討
論
の
中
で
は
、
研
修
研
究
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ど
の
研
修
会
も

予
定
を
上
ま
わ
る
参
加
が
得
ら
れ
た
こ
と

や、

要
望
活
動
の
成
果
が
具
体
的
に
あ
が
っ

て
い
る
例
等
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
更
に
問

題
を
持
っ
て
の
委
員
会
へ

の
積
極
的
参
加、

図
書
館
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
の
強
化

な
ど
が
、
今
後
の
更
な
る
充
実
発
展

へ
の

課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
な
ど
、
総
会
は

積
極
的
・
意
欲
的
な
も
の
と
な
り
京
図
連

の
活
動
の
成
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
分
担
金
引

き
あ
げ
を
引
き
続
き
申
請
す
べ
き
だ
と
の

意
見
も
出
さ
れ
、
今
年
度
の
再
申
請
が
決

ま
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
今
年
度
の
職
員
表
彰
が

行
わ
れ
、
図
書
館
活
動
に
対
し
功
績
の
あ
っ

た
九
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
岩
崎
書
店
編
集
部
長
、
日
高

充
宜
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
公
共
図
書
館

に
望
む
こ
と
ー
児
童
図
書
編
集
者
か
ら
み

---― 
i

見

橋

本

賓 門`
さ
て
、
昨
年
度
に
お
け
る
府
内
の
図
書

館
活
動
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の

後、

事
務
局
か
ら
会
務
報
告
等
に
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
申
し
ま

せ
ん
が
、
府
内
に
お
い
て
も
、
施
設
面
や

奉
仕
面
に
お
い
て
明
か
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
日
本
図
書
館
協
会
創
立

百
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
当
協
議
会
に
お

い
て
も
、
そ
の
協
賛
事
業
と
し
て
「
京
都

図
書
館
大
会
」
が
館
種
を
越
え
た
多
数
の

参
加
者
に
よ
っ
て
開
催
で
き
、
図
書
館
間

の
連
携
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
必
要

で
あ
る
と
い
う
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
他
、
現
在
各
館
が
か
か
え
て

い
る

問
題
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
職
員
の
週
休
二
日
制
の
問
題
、
つ

ま
り
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
る
職
員
の
配

置
、
あ
る
い
は
、
休
館
日
の
増
加
な
ど
課

題
も
多
く
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
総
会
で
分
担
金
の
増
額
に
つ
い

て
皆
様
方
よ
り
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
府

市
町
村
法
令
外
負
担
金
等
審
議
会
に
申
請

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
不

承
認
と
い
う
こ
と
に
な
り
申
し
わ
け
な
く

存
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
京
都
府
に
お
い
て
は
、
す
で

に
増
額
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で、

今
年
度
に
お
い
て
も
再
度
申
請
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



(2) 

松

屋

勇

雄
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原
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子

平

場

澪

菅

原

束

田
中

幸
枝

栗
林
さ
よ
子

長
谷
川
和
代

元
京
都
市
北
図
書
館

京
都
市
中
央
図
書
館

”
 

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館

京
都
市
北
図
書
館

城
陽
市
立
図
書
館

元
加
茂
町
立
図
書
館

亀
岡
市
立
図
書
館

京
都
府
立
総
合
資
料
館

平
成
五
年
度
第
一
回
理
事
会
が
、
四
月

十
五
日
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
は
じ
め
に
、
今
回
の
人
事
異
動
に

よ
る
理
事
の
異
動
と
、
そ
れ
に
伴
う
広
報

京
都
市
左
京
図
書
館

京
都
市
東
山
図
書
館

野
村

古
川

高
橋

田
中

前
田

吉
村

役
員
等
の
異
動

理

事

新

松

田

幸
雄

（
加
茂
町
立
図
書
館
）

旧

田

中

幸
枝

広

報

委

員

長

新

北

尾

辰

雄

（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

旧

田

中

幸
枝

館

長

の

異

動

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館新旧新日新旧

義 泰 敏徹 牧
夫宏子夫勝男

委
員
長
の
異
動
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
平
成
四
年
会
務
報
告
収

支
決
算
報
告
お
よ
び
平
成
五
年
度
事
業
計

画
（
案
）
・
予
算

（案
）
な
ら
び
に
平
成

五
年
度
定
期
総
会
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

京
都
府
内
の
図
書
館
の
発
展
段
階
の
違

い
が
大
き
く
な
る
中
で
、

要
望
活
動
に

つ

い
て
も
、
再
度
、
中
味
や
方
法
を
考
え
な

お
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
表
彰
者
に
つ
い
て
は
、
推
鷹

の
あ
っ
た
者
の
内
、
九
名
を
決
定
し
ま
し

こ。t
 

京
都
市
山
科
図
書
館

京
都
市
南
図
書
館

長
岡
京
市
立
図
書
館

綾
部
市
図
書
館

舞
鶴
市
立
東
図
書
館

舞
鶴
市
立
西
図
書
館

新

浅

田

勲

旧

東

靖

麿

新

福

富

規

之

旧

野

村

牧
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新

安

岡
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隆

旧

小

泉

浩

史

新

松

田

幸

雄

旧

田

中

幸

枝

新

河

崎

雪

雄

旧

上

原

繁

雄

新

嵯

峨

根
行
雄

旧

稲

葉

優

適

新

谷

慎

一

郎

旧

嵯

峨

根

行

雄

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

新

水

口

旧

上

村

〇
奉
仕
部
門
研
究
集
会

平
成
五
年
十
一
月
五
日

（金）

京

都

平

安

会

館

〇
整
理
部
門
研
究
集
会

平
成
五
年
十

二
月
十
日
（
金
）

滋
賀
県

0
参
考
事
務
部
門
研
究
集
会

期

日

未

定

大

阪

市

〇
児
童
奉
仕
部
門
研
究
集
会

期

日

未

定

和

歌

山

県

近
公
図
研
究
集
会
日
程

加
茂
町
立
図
書
館

武
夫

邦
夫

町
村
図
書
館
づ

く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
、
先
進

図
書
館
を
実
際
に
見
な
が
ら
研
修
す
る

「
町
村
図
書
館
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、

京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日
十
月
二
十
六
日
（
火
）
ー
ニ
十
七

日
（
水
）

京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ソ
タ
ー

田
辺
町
立
中
央
図
書
館

木
津
町
中
央
図
書
館

会
場

日
本
図
書
館
協
会
主
催

「
町
村
図
書
館
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

〇
整
理
部
門
研
究
集
会

五
年
九
月
十
六

・
十

七

日

新

潟

市

「
総
合
目
録
の
作
成
と
課
題
」

〇
奉
仕
部
門
研
究
集
会

五
年
十
月
二
十
八
・
ニ
十
九
日

｝

広
島
市

「
届
け
て
い
ま
す
か
・

図
書
館
サ
ー
ピ
ス
」

〇
移
動
図
書
館

・
協
力
事
業
分
科
会

五
年
十
月
二
十
一

・
ニ
十
二
日明

石
市

「
生
涯
学
習
を
支
援
す
る

相
互
協
力
と
移
動
図
書
館」

0
全
国
図
書
館
大
会

五
年
九
月
二
十
九
日
ー
十
月
一
日

札
幌
市

云
開
催
地
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叫
一
言
了
ー
ア
ル
オ
ー
プ
°
/

京
都
市
山
科
図
書
館

今
年
の
五
月
十
九
日
、
山
科
図

書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
し
ま

し
た
。昭

和
二
十
七
年
に
誕
生
の
歴
史

を
も
つ
図
書
館
で
す
が
、
今
回
、

山
科
警
察
署
跡
に
他
の
施
設
と
の

合
同
の
建
物
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ソ

ク
リ
ー
ト
四
階
建
の
四
階
部
分
に

新
山
科
図
書
館
が
造
ら
れ
移
転
し

ま
し
た
。

福
祉
施
設
と
の
合
同
セ
ソ
タ
ー

で
あ
り
、
京
都
市
の
地
域
図
書
館

と
し
て
は
、
初
め
て
視
覚
障
害
者

の
た
め
の
対
面
朗
読
室
を
設
け
、

車
椅
子
で
も
館
内
利
用
が
し
や
す

い
よ
う
に
書
架
の
間
隔
を
広
く
と

る
な
ど
、
体
の
ご
不
自
由
な
人
も

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮

し
て
い
ま
す
。

館
内
は
、
全
面
フ
ロ
ー
リ
ソ
グ

仕
上
げ
で
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
や
大

き
な
ガ
ラ
ス
扉
を
設
け
て
、
自
然

外
光
を
十
分
に
と
り
入
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
屋
外
に
は
樹
木
を
植
え
、

ベ
ソ
チ
を
配
置
し
て
読
書
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
明
る
<
、

開
放
的
な
雰
囲
気
を
つ

く
り
出
し

て
い
ま
す
。

幼
児
コ
ー
ナ
ー
は
、

二
十
一
畳
の
畳
敷

き
の
広
い
コ
ー
ナ
ー
に
魚
型
の
大
き
な
机

を
二
台
備
え
て
お
り
、
親
子
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
に
、
自
由
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
て
、

図
書
の
貸
出
し
や
返
却
の
迅
速
化
を
は
か

り
、
図
書
の
検
索
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

蔵
書
は
、
現
在
約
四
四
、

0
0
0冊
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
五
七
、

0
0

0
冊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

八
幡
市
立
男
山
市
民
図
書
館

男
山
市
民
図
書
館
は
八
幡
市
の
第
二
番

目
の
図
書
館
と
し
て
、
平
成
三
年
十
二
月

に
男
山
団
地
南
部
の
近
隣
地
区
に
建
設
し

ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
の
建
設
は
、
こ
れ
ま
で
の

八
幡
市
民
図
書
館
が
市
域
の
北
部
に
あ
り
、

男
山
地
域
か
ら
の
利
用
が
非
常
に
不
便
で

あ
っ
た
た
め
に
、
か
ね
て
よ
り
市
議
会
や

図
書
館
協
議
会
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
図

書
館
の
開
設
を
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
は
男
山
地
域
の
文
化
活
動

を
推
進
す
る
目
的
で
、
男
山
文
化
ホ
ー
ル

の

一
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

図
書
館
の
規
模
は
約
4
面
で
、
こ
の
う

ち
閲
覧
室
は
約
五
百

二
十
面
の
広
さ
で
、

そ
こ
に
約
四
万
冊
の
図
書
を
収
容
し
て
お

り
ま
す
。

閲
覧
室
の
配
置
は
入
り
口
に
近
い
と
こ

ろ
に
児
童
コ
ー
ナ
ー
を
置
き
、
そ

の
奥
に

成
人
と
参
考
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
室
の

東
南
側
は
全
面
が
ガ
ラ
ス
壁
で
自
然
の
光

を
充
分
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
明
る
い
雰

囲
気
の
中
で
暖
か
さ
と
ゆ
と
り
を
持
た
せ

て
い
る
の
が
こ
の
図
書
館
の
特
色
で
、
と

く
に
表
紙
が
見
え
る
絵
本
架
や
背
の
低
い

書
架
を
多
く
置
い
て
、
室
内
の
空
間
を
広

く
と
っ
て
お
り
ま
す
。

開
館

一
年
間
の
活
動
の
成
果
は
貸
出
冊

数
が
五
十
二
万
冊
で
、
こ
れ
は
八
幡
市
の

全
貸
出
数
の
六
十
二
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
利
用
が
多
く
な
っ
た
の
は
、

図
書
館
の
場
所
が
市
民
の
生
活
動
線
内
に

あ
り
、
街
角
の
図
書
館
と
し
て
気
軽
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
図
書
館
の
近

隣
地
域
の
人
々
の
約
半
数
が
利
用
登
録
者

で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
子
供
た
ち
の
利
用

が
多
く
、
小
学
生
で
は
約
九
割
に
達
し
て

お
り
ま
す
。

「
公
共
図
書
館
に
お
け
る
コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ

導
入
」
の
研
修
会
に
参
加
し
て

長

岡

京

市

立

図

書

館

法

貴

隆

司

「
公
共
図
書
館
に
お
け
る
コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ
の
導
入
」
と
題
し
て
、
宇
治
市
中
央
図

書
館
の
石
沢
館
長
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

話
は
、
パ
ソ
コ
ソ
、
オ
フ
コ
ソ
、
汎
用

機
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
違
い
や
特

性
と
い
っ
た
一
般
的
な
説
明
か
ら
始
ま
り
、

初
心
者
に
も
わ
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
話

で
あ
っ
た
。

宇
治
市
中
央
図
書
館
で
は
、
今
年
に
な
っ

て
機
械
を
更
新
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
経
過

も
話
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
打
ち
合
わ
せ
は

一
週
間
に
一

回
の
ペ
ー
ス
で
行
い
、
そ
の
準
備
や
業
務

研

修

報

告



(4) 

宇
治
市
東
宇
治
図
書
館

築

紫

巧

三
月
二
十
六
日
に
京
都
市
青
少
年
活
動

セ
ソ
タ
ー
で
開
か
れ
た
、
京
図
協
研
修
会

「
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ピ
ス
」
の

研
修
会
に
参
加
し
て

内
容
の
検
討
を
開
館
し
な
が
ら
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
忙
し

か
っ
た
こ
と
。
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る

と
き
に
は
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、

当
然
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ

て
い
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

い
ざ
稼
動
し
て
み
る
と
で
き
な
い
。
そ
の

こ
と
を
メ
ー
カ
ー
に
言
う
と

「
そ
れ
は
改
造
で
す
か
ら
有
料
に
な
る
。
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
、
こ
う
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
十
二
分
に
検
討
し
、
他
館
で

の
様
子
を
十
分
聞
く
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
細
か
い
点
な
の
で
、

図
書
館
業
務
に
重
大
な
支
障
を
き
た
す
も

の
で
は
な
い
。

図
書
館
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
ク
が
導
入
さ
れ

て
以
来
十
数
年
が
経
過
し
、
各
メ
ー
カ
ー

と
も
図
書
館
に
対
し
て
の
知
識
を
十
分
持
っ

て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
納
入
実
績
を

持
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
、

十
分

使
用
に
耐
え
う
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

石
沢
館
長
の
話
し
方
が
う
ま
く
、
な
お

か
つ
中
味
が
濃
か
っ
た
の
で
、
参
加
者
に

と
っ
て
有
意
義
な

一
日
で
あ
っ
た
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

に
参
加
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
前
半
が
「
ヤ
ソ
グ
ア
ダ
ル
ト

サ
ー
ピ
ス
の
実
態
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
を

さ
ぐ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ

ソ
で
、
後
半
は
京
都
外
大
の
井
上
靖

代
講
師
に
よ
る
「
ヤ
ソ
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー

ピ
ス
実
態
調
査
を
終
え
て
」
と
題
し
て
の

購
演
で
し
た
。

参
加
館
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
多
か
っ
た

の
は
、
コ
ー
ナ
ー
や
書
棚
を
決
め

て
ヤ
ソ

グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
の
図
書
を
並
べ
て
い
る

ケ
ー
ス
で
し
た
。

ま
た
、
井
上
講
師
に
よ
る
「
ヤ
ソ
グ
ア

ダ
ル
ト
サ
ー
ピ
ス
を
す
る
に
は
、
場
所
・

本
・
人
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
四
つ
が
必
要
で

あ
る
」
と
い
う
、
集
約
さ
れ
た
調
査
結
果

に
基
づ
い
て
の
講
浪
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
①
設
置
場
所
は
成
人
室
も
し

く
は
、
成
人
室
の
近
く
に
設
け
た
い
。

こ
れ
は
児
童
の
延
長
で
は
な
く
、
成
人

の

一
歩
手
前
と
し

て
捉
え
る
必
要
が
あ
る

か
ら。②

ヤ
ソ
グ
を
コ
ー
ナ
ー
に
引
き
つ
け
る

に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
切
で
、
た
だ
置
い

て
お
く
だ
け
で
は
活
用
さ
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
ヤ
ソ
グ
対
象
の
講
演
会

・
作

品
作
者
の
人
気
投
票

・
落
書
ノ
ー
ト
な
ど

参
加
さ
せ
る
働
き
か
け
が
必
要
、
な
ど
が

大
意
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
サ
ー

ビ
ス
の
進
め
方
を
考
え
る

一
助
に
な
り
ま

し
た
。

〔
研
修
研
究
委
員
会
〕

今
年
度
の
研
修
・

研
修
に
つ
い
て

今
年
度
も
昨
年
度
以
上
に
充
実
し
た
研

修

・
研
究
を

と

さ

る

七
月
十
四
日
研
修

研
究
委
員
会
を
京
都
市
北
区
の
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
あ

わ
せ
て

二
年
ご
と
に
開
催
す
る

「
一
泊
研

修
」
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

各
委

員
多
忙
な
業
務
の
な
か
取
り
く
ん
で
い
ま

す
が
、
研
究

・
研
修
活
動
の

一
層
の
発
展

の
た
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
今
年
の
予

定
を
簡
単
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
電
算
グ
ル
ー

プ
•

〇
図
書
館
コ

ソ
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
手

引
書
の
作
成
を
検
討
す
る
。

■児
童
奉
仕

■

〇
図
書
館
の
児
童
奉
仕
実
態
調
査
の
実
施

0
京
庫
連
と
の
交
流
研
修
の
開
催

■障
害
者
奉
仕

■

〇
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
実
態
調
査
の
実
施

（
八
月
末
提
出
•
そ
の
後
集
計

・
分
析
）

0
先
進
的
な
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
図
書
館
の
見
学

.
参
考
業
務

■
（
未
定
・
引
続
い
て
検
討
）

.

「
一
泊
研
修
」

■

十
一

月
十
八
、
十
九
日
、
舞
鶴
市
で
開
催

「
内
容
」
住
民
に
対
し
て
公
立
図
書
館

が
ど
の
よ
う
な
任
務
を
果
た
す
べ
き
な

の

か、

そ
し
て
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
目
標

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
、
図
冑
館
サ
ー
ビ

ス・

図
書
館
資
料

・
相
互
協
力
等
図
書
館

活
動
の
全
般
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
し
た

日
図
協
政
策
委
員
会

一
九
八
九
年
公
表
の

「
公
立
図
書
館
の
任
務
と
目
標
」
の
研
修

を
日
図
協
の
協
力
を
得
て
行
う
。

講
師
は
日
図
協
政
策
委
員
会
の
メ
ソ
バ

ー

が
あ
た
る
。
（
委
員

長

塩

見

昇

）

ま
た
、
こ
の
中
で
、
府
下
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
事
例
報
告
・
研
究
協
議
な
ど
も
取

り
入
れ
充
実
し
た
研
修
内
容
と
し
た
い
。

〔
相
互
協
力
委
員
会
〕

順
調
に
進
む
目
録
改
訂
作
業

相
互
協
力
委
員
は
、
昨
年
度
と
今
年
度

の
事
業
と
し
て
、
「
京
都
府
公
共
図
書
館

等
所
蔵
雑
誌
•
新
聞
総
合
目
録
」
の
改
訂

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

六
月
に
改
訂
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
加
盟
館
を
始
め
、
各
館
の
ご

協
力
に
よ
り
順
調
に
調
査
票
の
回
収
が
進

ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
作
業
状
況
は
、
府
立
分
の
原
稿

作
成
と
ワ
ー
プ

ロ
入
力
。
市
町
村
分
の
原

稿
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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“
訂
正
と
お
詫
び
＂

~

前
号

の
中

で
、

京
都
市
洛
西
図
書
館

の

~

：
オ
ー
プ
ソ
が

昭
和
六
十
三
年

と
あ
り
ま
し

~

丁
た
が
、

昭
和
六
十
二
年
の
誤
り

で
す
。

~

五
引
正
し
て
お

詫
び
申
し
あ
げ
ま

す
。

~
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 .
.
.
.
.
.
.
 。


